
The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

ア レ ル ギ
ー 40（3 ），

215−223，　1991（平 3 ）

血 清中の 特異的 IgG4抗体 の 臨床診断上 の 意義 に つ い て

　 　　 国立 相模原 病 院

　　　　宮本昭 正

　 　 東 邦大 学 第 二 小 児 科

小屋二 六 　　鈴木慎
一

郎

　 　　 昭和大学小児科

有 田 昌彦　　松 本　勉

　 　　 群馬大学小児科

　　　　田 村　宏

　 　 　 長 崎大 学 皮 膚 科

　　 吉 田 彦太 郎 　 　阿南貞雄

　　 　　　　　　　　 広島大学皮膚科

　　　　　　　 山本昇壮 　 　高路

　　 　　　　　　　 千 葉 大学 耳 鼻咽 喉科

今野昭義 　　藤 田洋祐

大野 ま さ き

修

山越隆行 片桐仁
一

　原因 ア レ ル ゲ ン が ダ ニ ，牛乳，大 豆 及 び卵白 の い ず れ か に 確定診断 さ れ た ア レ ル ギ
ー

患者及 び 非 ア レ

ル ギー一者の 血清中の 特異的 IgG4 抗体 を ELISA 法 に よ η測定 し，そ の 臨床診断 上 の 意義 に つ い て 検討 し

た．

　す べ て の ア レル ギ
ー

患者群 の 特異 的 IgG 、抗体 の 抗体値 は非ア レ ル ギー者群 の そ れ と比較 し ， 有意 に 高

値 で あ る こ と が 判 明 し た．

　牛乳，大 豆 及 び卵白 ア レ ル ギー群 で は 特異的 IgG4抗体 の 陽性率 は RAST よ り高 い こ とが 判明 した．

　す ぺ て の ア レ ル ギー群 に お い て RAST の み の 陽性率 よ り も RAST と特異的 IgG4抗体 の 両 者の 陽性

率 を加味 す る こ と に よ っ て 確定診 断率 は 上 昇す る 二 と が判明 した．

　す べ て の ア レル ギ
ー

群 で 特異 的 IgG4抗体 の陽性率は 皮膚テ ス トよ り高 い こ と が 判明 した．

　皮膚 テ ス トの み の 陽性率よ り も 皮膚 テ ス トと特異 的 IgG、抗体 の 両者 の 陽性率 を加味す る こ と に よ っ

て 確定診断率は顕著 に 上 昇 す る こ と が 判 明 した．

Key　words ：　 allergen
− skin 　test specific 　IgE　antibody −

specific 　IgG4　antibody

緒　論

　 ア レ ル ギ ー
性疾患の 予防及 び治療に は 原 因 ア レ ル ゲ

ソ を検索 し 確定診断す る こ と が 極 め て 重要 で あ る．そ

こ で 原 因 ア レ ル ゲ ソ を検索す る 方法 と し て ，問診，診

察 ， 皮膚試験（ス ク ラ ッ チ テ ス ト，皮内 テ ス ト），
RAST

（ELISA を 含む）及 び誘発試験 ， 除去試験 な ど，多 くの

項 目に つ い て 検索し，そ れ らの 検索の 結果 を総合的 に
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Abbreviations：　RAST 　radioallergosorbent 　test；

ELISA 　enzyme ・linked　immunosorbent　 assay ；

IgG4　 immunoglobulin 　G4

評価す る こ と に よ り，原因 ア レ ル ゲ ン の 確定診断 が可

能と な る．

　誘 発試験及 び除去試験は 原 因 ア レ ル ゲ ン の 検索 に お

い て 最も信頼性 の 高い 方法 で ある こ と は 言 うま で もな

い が，患者に と っ て か な りの 負担 も し くは 危険性 を伴

うこ と よ り，あま り広 く用 い られ て い な い ．現在原 因

ア レ ル ゲ ン の
一

般的 な検索方法 と し て は，問診，診察 ，

皮膚試験お よ び RAST （ELISA を含む）が 用 い られ て

い る が
， 患者 に と っ て ，必 ずし も こ れ ら の 方法だ け で

は 原因 ア レ ル ゲ ン の 確定診断が 十 分 で は な く，ア レ ル

ゲ ン の 種類 に よ っ て は 確定診 断 が 困 難で あ る。

　し た が っ て
， 患者 に と っ て 安全 で 負担 が少 な く，し

か も簡便 で 迅速な検索法 が 望 ま れ て い る．
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　近年 ，
血 清中 の 特異的 IgG

、抗体 とア レ ル ギ
ー
疾患 と

の 関 わ りを 示 唆す る 報告
1 ）
−29 ＞が な さ れ て い る．そ こ で

我 々 は鳥居薬品 （株）社製 の ダ ニ，牛乳 大豆 お よ び

卵 白特 異的 IgG、抗体測定 キ ッ トを用 い て ，原 因 ア レ ル

ゲ ン が確定診断さ れ た ア レ ル ギ ー患者お よ び 非 ア レ ル

ギ ー
者 血 清 中 の 特 異 的 IgG4抗体 を測 定 す る こ と に

よ っ て，原 因 ア レ ル ゲ ン 検索 の 臨床 診 断 ．ヒの 意義 に つ

い て 検討 を行 っ た．

対　象

　試験実施 6 施設 〔Table　 1）を 受診 した 580例 を 対象

と し た （Table 　 2）．そ の 内訳 は 問診及 び ア レ ル ギ ー検

査，す な わ ち RAST （ス コ ア 2 以上 を 陽性 とする）， 皮

Table 　 l　 Institutes

　 National　Sagamihara 　HospitaL 　Representative

1，2nd　 Department　 of 　 Pediatrics，
　 Toho 　 University，

　 School　of　Medicine

2．Department　of　Pediatrics，　Showa 　University，　School

　 of 　Medicine

3．Department　 of　 Pediatrics，　 Gunma 　Un 孟versity ，
　 School　of 　Medicine

4．Department　of　Denmatology，　Nagasaki　University，
　 School　of　Medicine

5．Department　of 　Dermatology，　Hiroshima　University，

　 School　of　Medicine

6．Department　 of　OtolaryngDlogy，　Chiba　 University，
　 School　 of 　Medicine

膚試験 （皮内 ：発赤径が 20mm 以上 ま た は膨疹径が 9

mm 以 上 を 陽 性 とす る ，ス ク ラ ッ チ ：膨疹径 が 対照 の

2 倍以上ま た は 5rnm 以上を陽性 とす る）， 誘発 ・除去

試験等 に よ り，原因 ア レ ル ゲ ソ が ダ ニ ，牛乳，大豆 及

び 卵 白と診 断 （推定 も含む）された ア レ ル ギ
ー

患者 414

例 （年齢 3 ヵ 月〜68歳，平均年齢 11．1歳，男241例，女

173例 ）と ア レ ル ギ ー
疾患 の 疑 い が な い と診断 さ れ た 非

ア レ ル ギ ー
者 166例（年齢 11 ヵ 月〜81歳 ， 平均年齢 ユ7．9

歳 ， 男91例 ， 女 75例 ） で あ っ た．ま た ，そ れ ら の ア レ

ル ギ ー
患者 の 原因 ア レ ル ゲ ソ 別 の 延べ 例数 （ア レ ル ゲ

ン 及 び 疾患 の 重複あ り） は ダ ニ 340例 〔気管支喘息 169

例 ，
ア レ ル ギ ー性鼻炎96例 ，

ア ト ピ ー性皮膚炎283例，

そ の 他 ア レ ル ギ ー1例），牛乳 78例 （気管支喘息 26例，

ア レ ル ギ ー性鼻炎 12例 ，
ア ト ピ ー性皮 膚炎 69例，そ の

他 の ア レ ル ギ ー4 例）， 大豆 39例（気管支喘息22例，ア

レ ル ギ ー
性鼻炎 13例，ア ト ピ

ー
性皮膚炎39例，そ の 他

の ア レ ル ギ
ーO 例）及 び卵白155例 〔気 管支喘息79例，

ア レ ル ギ ー性鼻炎35例，ア トピ ー性皮膚炎128例，そ の

他 の ア レ ル ギ ー5 例） で あ っ た ，

　本試験 は 1989年 11月 よ り1990年 7 月 の 期間 に 実施 さ

れ た．測定検体 は 血 清と し て 分離後，測 定時ま で
一8 ℃

〜− 20℃ に 凍結 保存 し た．

方 　法

　 1．原理

　 1） ア レ ル ゲ ン を コ
ー

テ ィ ン グ し た プ レ
ー

ト の we11

に ，ヒ ト血 清を 加 え て 血清中 の ア レ ル ゲ ン 特異的 lgG4

Table　 2　Compog．　ition　of　cases

Total　cases580

Non 　allergic 　group Allergic　group

166 414

　　　　　　　　　　　Subject
Aller募ic
　　diseases

M 鼠te　allergy
　　　　340

Milk　allergy

　　　　78
Soybean　 allergy

　　　　　　39
E暮gwhite 　aUergy

　　　　　　155

Bronchial　 asthma 169 26 22 79

Allergic　rhinitis 96 12 13 35

Atopic　dermatitis 283 69 39 128

Other　allergy 1 4 0 5
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抗体 を結合 させ る．

　2） こ の ア レ ル ゲ ン 特異的 lgG4抗体結合物 に 酵素

（西洋 ワ サ ビ ペ ル オ キ シ ダ ーゼ ）標識抗 ヒ ト IgG4抗体

を 結合 さ せ る．

　3）以 上の 3結合物に，基質（H202 ）を 加 え ， 酵素反

応 に よ り，呈色物質を生成 さ せ る ，

　4）呈 色 の 程度を ， 吸光度 に て 測定す る．

　2．　キ ッ 　トの 構成

　1） ア レ ル ゲ ソ プ レ
ー

ト

　2）標準血 清 A ， B ，
　 C ，

　 D ，
　 E （凍結乾燥品）

　3）酵素標識抗 lgG4試薬 （凍結乾燥品）

　4）基質液 （H20 ゴ ク エ γ 酸 緩衝液）

　5）呈色剤 （o 一フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ソ ）

　6）反応停止液 （2N 硫酸）

　7）検体希釈液 （凍結乾燥品）

　3．試液調整法

　1） ア レ ル ゲ ン プ レ
ー

ト

　使用時，開封 し，そ の ま ま 使用す る．

　 2）標準血清

　使用時，各標準」血清 1パ イ ア ル に 精製 水0．5ml を加

え て 溶 か す．

　3）検体希釈液

　生 理 食 塩 液60ml を 加 え て 溶 か す．

　 4）洗浄液

　生理食塩液を使用す る．

　5）酵素標識抗 IgG4試液

　使用時，検体希釈液 12ml を加 えて 溶 か し，酵素標識

抗 IgG4試液 とす る．

　6）基質呈色液

　使 用 時 ， 基質液 10ml あ た り，呈色剤 1 錠を 加 え て 溶

か し 基質呈色液 とする．

　 7）反応停止液

　 その ま ま使用する．

　4．検体調製方法

　 1） ダ ニ 及 び 大豆 ア レ ル ゲ ソ 測定検体

　検体 2 μ1に 検体希釈液1ml を加 えて 希釈 し，希釈検

体 （51倍希釈） とす る ．

　 2）牛乳及 び卵白 ア レ ル ゲ ン 測定検体

　検体 20μ1に 検体希釈液1m1 を 加 え て 希釈す る．さら

に ，こ の 液20μ1を と り
， 検体希釈液 1m1 を 加 え て 希釈

し，希釈検体 （2601倍希釈 ） とす る．

　 3）希釈検体 が 測定 範囲を越 之 た 場合 は 至 適濃度に

再 希釈す る、

　 5．測定操作法

　以下 の 順序 に 従 っ て操作 を行 う．

　1） ア レ ル ゲ ン プ レ ート に 希釈検体及 び標準血 清100

μ1を各 々 加 え，常温で 2 時間静置する．

　2）洗浄液約 300μ1で 4 回 繰 り返 し ，洗浄す る．

　3）酵素標識抗 IgG4試液 100μ1を 各 々 加 え ， 常温 で

1 時間静置す る．

　4）洗浄液約300μ 1で 4 回繰 り返 し
， 洗 浄す る．

　5）基質呈 色液100μ1を各 々 加え，常温 で 30分間静置

す る ．

　6）反応停 止液 100μ 1を各 々 加 え る．

　7）反応停 止後 マ イ ク ロ プ レ
ー

ト リ
ー

ダ
ー

に よ り，

492nm の 吸光度 を測定す る．

　6。算出法

　各 ア レ ル ゲ ン 特異 的 IgG4抗 体値 の 高 い プ ール 血 清

を至適 な濃度 に 希釈 し ， 各 ア レ ル ゲ ン 毎 の 血 清 A を調

製 し，100単 位 （以 下 単 位 を U と 略記 ）と設定 し た ．さ

らに ，標準 血 清　B ，C，　 D，　 E は そ れ ぞ れ 50，25，10，

5U に な る よ うに 調製 した．

　両対数 グ ラ フ 用紙 の 縦軸 に 各 々 の 標準血 清 よ り得 た

吸光度 を ，横軸に 対応す る特異的 IgG 、抗体値を プ ロ
ヅ

ト し，Fig．1 に 示す標 準線を作成 し ，こ の 標準線 よ り

検体 の 吸光度に 対応 す る特異的 IgG、抗 体値 を読み 取

る．

　7，解析方法

　解析方法は Wilcoxon 　2標本検定及び κ
2
検定を用 い

た ．ま た
， 検 定 は 危険率 1％以 下 を 有意 と し，本文中

の 図表に は 以下 の 記号 を用 い た 。

　
＊’

　：p く G． 1，　
＊ s ＊

：p ＜ 0．001．

OD

〔492nm ）

1，0

O．1

　 　 　 　 　 　 　 　 Unit
Standard　 serum 　A 　100

5 10 25　　　　　50　　　　100　　（Unrt）

Fig，1．　ex ．　Standard　 curve ，
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台
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一

P く 0．001
一 「

p 〈 0，001
一
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Mite Milk SoybeanEg9 −White
spec ｝ficspecific5pecificspecific

1162 27572716603472318

一一一一一Max
240 ★

100 103

一一一75th　percentlle
80

★
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（Median ）

40 一一一25th　perGentile
★ ★
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★

0
噌

★

白 宙
SubjectABACADAE

　Fig，2．　Distribution　of　specific　IgG4　antibody ，

　The 　bottom　and 　top　edges 　of　the　box 　 are 　located　 at　the 　sample 　25th　and 　75th

percentiles ．　The 　center 　horizontal　line　is　drawn 　at 　the 　50th　percentile．

　A ： Non ・allergic 　group （N −166），　 B ： Mite 　allergic　group （N −340），　C ： Milk

allergic　group （N ・78），　D ：Soybean　allergic　group （N −39），　E ： Egg−white 　allergic

group （N ・155），

結 　果

　L 特異的 IgG、 の 抗体値 の 分布

　特異的 IgG4抗体値 の 分布を Fig．2 に 示 した ．

　ダ ニ
， 牛乳 ， 大豆及 び卵 白ア レ ル ゲ ン が原因 と診断

され た ア レ ル ギ ー患者群 （以下，ダ ＝
， 牛乳 ， 大豆及

び卵白 ア レ ル ギ ー
群 と略記す る）の 特異 的 IgG4抗体値

は 非 ア レ ル ギー者群 と比較 し
， 有 意 に 高値を示 し た

（Wilcoxon 　2ee本検定 ：〆 0．001）．

　2．特異的 IgG4抗体値 と陽性及 び 陰性 と の 関係

　特異的 IgG4抗体 の 陽性 値をそれぞれ 5U 以上，10U

以上及 び20U 以上 （対応 す る陰性値を5U 未満 ， 10U 未

満及 び20U 未満 とす る ） の 3 段階 に 設定 した 場 合の ア

レ ル ギ ー群 及 び 非 ア レ ル ギ
ー

群 の 陽 性率 と陰性 率を

Table　3 に 示 し た ．

　ダ ニ ，牛乳及 び大豆 ア レ ル ギ ー群 の 特異的 IgG4抗体

値 の 陽性率 は 非 ア レ ル ギ ー
群 の 陽性率 と比較 し，有意

に 高値 を 示 し た （X2 ：p ＜ O、OOI）．ま た ，卵 白 ア レ ル

ギ ー群 の 特 異的 lgG4抗体値 は非 ア レ ル ギ ー群 と 比較

し， 有意 に 高値を示 した （X2 ：pく0．01）．

　特異的 IgG4抗体値を5U 以上 を陽性 と設定す る と ア

レ ル ギ ー
群 の 陽 性 率 は ダ ニ 83．8％ （285／340）， 牛乳

65，4％ （51／78），大豆 82 ．1％ （32／39）及 び卵白63．9％

（99／155）を 示 し ， 非 ア レ ル ギ
ー

群 の 陰性 率 は ダ ニ

70．5％（117／166），牛乳77．7％（129／166），大豆 65．1％

（108／166）及 び卵白55．4％ （92／166） を示 した ．

　 10U 以 上 を陽性 と設定す る と ア レ ル ギ
ー

群 の 陽性

率は ダ ニ 65．3％ （222／340）， 牛乳 39，7％ （31／78），大

豆 66．7％ （26／39） 及 び 卵 白53．6％ （83／155） を 示 し，

非 ア レ ル ギ
ー

群 の 陰性率 は ダ ニ 92．2％ 〔153／166），牛

乳84．9％ （141／166）， 大豆 81．3％ （135／166）及 び 卵 白

66．3％ （110／166）を 示 し た．
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　　　 Table　3　The 　positive　 and 　negative 　rat 三〇s　in　specific　IgG4　measurement 　when 　the　cut −off　values

　　　　　　　　　　　　 　　　　 were 　assumed 　at　5，10　and 　20　units

Mite 　speci 且c　IgG4　antibody

　　　　　　IgG4

　　　　　　　antibody
Subject

NegativeUnder
　5　uni し

　　PositiveAbDve
　5　unit ・

・・
・…　 　 u藩糯 i、

　　PositiveAbove
　 lOunit 瀕 ・　 u器稀 i，

　　PositiveAbove
　20unit κ

z−test

Mite　aHer8y
（Total，340）

　　5516
，2％

　28583
，8％

　　　　　　　　　　　　　　　118
　　　　　　　　　　　　　　34，7％
皐膨京

　22265
，3％

　　　　　　　　　　　　　　　212
　　　　　　　　　　　　　62．4％皐9¢

　12837
，6％

摩宰申
Non 　aUergy

（Tota｝ 工66）
　11770
．5％

　　4929
．5％

　15392
．2％

　137
．8％

　16197
．o％

　　53
，Q％

Milk　specific 　IgG4　antlbody

　　　　　IgG乍
　　　　　　　 ntibody

Subject
　Negativ巳
Under　5　umt

　　PositiveAbove
　5　unit ・

・・・…　　 u藩
a

鑑 、

　　PositiveAbove
　lOun童t ・

・・・…　　 u牆
a

器 、t
　　PositiveAbDve

　20unit κ
2・test

Mjlk　allergy
（Tota且

’
79〕

　　2734
．6％

　　5165
．4％

　　　　　　　　　　　　　　47
　　　　　　　　　　　　 60、3％
唯“卓

　　3139
．7％

　　　　　　　　　　　　　　55
　　　　　　　　　　　　 70．5％
廓亀廓

　　2329
．5％

醸ホ巾
Non 　alLergy

（Total ： 166）
　12977
．7％

　　3722
．3％

　14184
．9％

　　25151
％

　154
勲2．呂％

　127
．2％

Soybean　specific 　IgGa　antibody

　　　　　　IgG、
　　　　　　　　nt …body
Subject

NegativeUnder
　5　 unit

　　Po§itiveAbove
　5　unit κ

z．test

Soybean　anergy
（Tota1： 39）

　　　717
．9％

　　3282
，1％ 寧廓寧

撫 、腎
t
｝
e

躑
　王0865
．1％

　　5834
．9％

　NegativeUnder
　20unit

　　PositiveAbove
　20unit κ

2・test

　　205
里，3％

　　1948
．7％ o軍寧

　 14989
、8％

　　171D
．2％

Egg 　white 　specific 　IgG4　 antibody

　　　　　　1呂G4
　　　　　　　　ntibDdy

Subject

　NegativeUnder
　5　unit

　　PosiUveAbov
巳 5unit ・

・一・…　　 u靨
al

脇i、
　　PositiveAbove

　lOunit ・
・・・…　　 U溜

a

器 i、
　　PositiveAbove

　2Dunit κ
2・test

Eg
驪器 1ξlgy 　　56

蒟 、工％
　　9963
．9％

　　　　　　　　　　　　　　　72
　　　　　　　　　　　　　46．4％
串叡

　　8353
．6％

　　　　　　　　　　　　　　　 87
　　　　　　　　　　　　　56、1％購“

　　6843
．9％ 零事擧

N 〔）naller 奮y
〔Total ：166）

　　9255
．4跖

　　7444
．6％

　 llo66
．3％

　　5633
．7％

　 12675
．9％

　　4024
．1％

（注）
’＊

：ρ〈 0．OI，“鉢
：ρ〈 O．OO上，

　 20U 以 上 を 陽性 と設 定す る と ア レ ル ギ ー
群 の 陽 性

率 は ダ ニ 37．6％ （128／340）， 牛乳29．5％ （23／78），大

豆 48．7％ （ユ9／39）及 び 卵 白43．9％ （68／155）を 示 し，

非 ア レ ル ギ
ー

群 の 陰性率 は ダ ニ97．0％ （161／166），牛

乳92，8％ （154／166），大豆 89，8％ （149／166）及 び卵 白

75．9％ （126／166）を示 し た．

　 以 上 の 結果 か ら， す ぺ て の ア レ ル ギ ー
群 の 特異 的

IgG4抗体 の 陽性 率は 非 ア レ ル ギ ー群 の 陽 性 率 と 比 較

、し，有意 に 高値を示 し た．また ，特異的 IgG、抗体陽性

は い ず れ の ア レ ル ギ
ー

群 に お い て も60％を越 えた 5U

以一ヒが好 ま し い と考え られ，以後デ ータ は 特異的 lgG4

抗体 5U 以上を陽性 として 取 り扱 っ た．

　 3．特異的 IgG4抗体，　 RAST 及 び両者 で の 診断

　 各 ア レ ル ギ ー
群 の 特 異的 IgG4抗体 ，　 RAST の 陽性

率 を Table 　 4 に 示 し た ．

　 ダ ニ ア レ ル ギ
ー

群 に お け る RAST の 陽 性 率 は

94，5％（308／326）で あ り，特異的 IgG4抗体 の 陽性率は

83．7％ （273／326）で あ っ た が， こ の 両 者 の 陽性 の
一

致

と不
一

致部 分を加味 し た 陽性率 は 96．6％ （315／326）と

極 く僅 か で あ っ た が 上昇 し た．

　牛 乳 ア レ ル ギ ー
群 に お け る RAST の 陽 性 率 は

42，5％ （31／73） で あ り，特 異的 IgG4抗体 の 陽性率は

64．4％ （47／73）で あ っ た が， こ の 両者を 加味し た陽性

率 は 82、2％ （60／73） と上 昇 した ．

　大 豆 ア レ ル ギ ー群 に お け る RAST の 陽 性 率 は

68．2％ （15／22）で あ り，特異的 IgG4抗体の 陽性率は

77．3％ （17／22）で あ っ た が，こ の 両者を 加味し た 陽性

率 は 100％ （22／22） と上昇 し た．

　卵 白 ア レ ル ギ ー群 に お け る RAST の 陽 性 率 は

52．1％ （76／146）で あ り， 特異的 IgG4抗体 の 陽性率 は

63．7％ （93／146） で あ っ た が ，こ の 両者を加味 し た 陽

性率 は 82．9％ （121／146） と h昇 し た．

　以 上 の 結果 よ り，牛乳 大豆 及 び 卵自 ア レ ル ギ ー
群

で は特異的 IgG4抗体 の 陽性率は RAST よ り高 く， ダ
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Table 　4

Mite 　 allergy

血 清中の 特異的IgG、抗体 の 臨床診 断上 の 意義

Correlation　between　speci 丘c　IgG4
antibody 　and 　RAST

　　　　IgG4
　　　　　 antibody

RAST
NegativePositiveTota1

Negative 113
．4％

　 72
，1％

185
、5％

Positive
　 4212
．9％

26681
．6％

30894
，5％

Tota 正
　 5316
，3％

27383
．7％

326100
％

Milk　allergy

　　　　IgG4

　　　　　 antibody

RAST
NegativePositiveTotal

Negat至ve
　1317
．8％

　 2939
．7％

　 4257
．5％

Positive 　1317
．8％

　 1824
．7％

　 3142
，5％

Tota1
　 2635
．6％

　 4764
．4％

73100
％

SDybean　 allergy

　　　 IgG4
　　　　　 antibody

RAST
NegativePositiveTota1

Negative
00
％

　 731
．8％

　 731
．8％

Positive
　 522
．7％

　 1 
45．5％

　 1568
．2％

Tota1
　 522
．7％

　 1777
．3％

22100
％

Egg 　white 　allergy

　　　　IgG4
　　　　　 antibody

RAST
NegativePos 正tiveTota1

Negative 　 2517
，1％

　 弓530
．8％

　 7047
．9％

Positive
　 2819
，2％

　4832
．9％

　 7652
．1％

Total 　 5336
．3％

　 9363
．7％

146100
％

ニ ァ レ ル ギ ー群 で は RAST の 陽性率 は 特異的 IgG 、抗

体 よ り高 か っ た．ま た，す べ て の ア レ ル ギ ー
群 で

RAST の み の 陽姓 率 よ り も RAST と 特 異的 lgG4抗

体 の 両者を加味す る こ と に よ っ て陽性率 は 上昇す る こ

と が 判明 し た ．

　4．特 異 的 IgG4抗 体，皮膚 テ ス ト及び両者 で の 診断

　 ア レ ル ギ ー群 の 特異的 lgG4抗体，皮 膚テ ス ト及 び 両

者 で の 陽性率を Table　5 に 示 した．

　 Table 　5　Correlation　between 　specific　IgG4

　　　　　　　antibody 　and 　skin 　test

M 三te　aUergy

　　　 IgG4
　　　　　 antibody

Skintest NegativePositlveTotal

Negat正ve
　 53
．4％

　乞013
．6％

　 2517
．0％

Positive
　 171L6

％

1G571
、4％

12283
．0％

Total 　 2215
，0％

12585
．0％

147100
％

Milk　allergy

　　　 IgG4
　　　　　 antibody

Skintest NegativePositiveTotal

Negative 　 n28
．2％

　 2256
．4％

　 3384
．6％

Positive 　 37
，7％

　 37
．7％

　 615
，4％

Tota1 　 1435
．9％

　 2564
．1％

39100
％

Soybean　 allergy

　　　 IgG4
　　　　　 antibody

Skintest NegativePositiveTotal

Negative 　 211
．1％

　 738
．9％

　 950
，0％

Positive 　 211
．1％

　 738
．9％

　 950
．0％

Total 　 4222
％

　 1477
．8％

18100
％

Egg 　white 　allergy

　　　 1墓G4
　　　　　 antibody
Skintest NegativePositiveTotal

Negative 　 1727
．0％

　 2031
．7％

　 3758
．7％

Positive 　 1422
．2％

　 1219
．1％

　 2641
．3％

Tota1 　 3149
．2％

　 3250
．8％

63100
％

　 ダ ニ ア レ ル ギ ー
群 に お け る皮膚テ ス トの 陽性率 は

83，0％（122／147）で あ り，特異 的 IgG4抗体 の 陽性率は

85．0％ （125／147）で あ っ た が
，

こ の 両者 を加味 し た 陽

性率 は 96．6％ （142／147） と上昇 した ，

　牛乳 ア レ ル ギ ー
群 に お け る皮膚 テ ス ト の 陽性 率 は

15．4％ （6／39） で あ り，特異 的 IgG4抗体 の 陽性 率 は
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64．1％ （25／39）で あ っ た が， こ の 両者を加 味 した 陽性

率 は 71．8％ （28／39）と上 昇 した ．

　大豆 ア レ ル ギ ー
群 に お け る 皮 膚 テ ス ト の 陽 性率 は

50．0％ （9／18） で あ り，特 異 的 lgG4抗 体 の 陽 性率 は

77．8％ （14／18）で あ っ た が， こ の 両者を加 味した 陽性

率 は 88．9％ （16／18） と上昇 した ．

　卵 白 ア レ ル ギ ー群 に お け る 皮 膚 テ ス ト の 陽 性 率 は

41，3％ （26／63）で あ り，特異的 IgG4抗体 の 陽性率は

50．8％ （32／63）で あ っ た が， こ の 両者 を 加 味 し た 陽性

率は 73．0％ （46／63）と．上昇 した ，

　以上 の 結果 よ り，す べ て の ア レ ル ギ ー群で 特異 的

IgG
、抗体の 陽性率 は 皮膚 テ ス ト よ り高 か っ た ，ま た ，

皮膚テ ス トの み の 陽性率 よ りも皮膚テ ス ト と 特異 的

IgG4 抗体 の 両者 を 加味す る こ と に よ っ て 陽性 率 は 顕

著 に 上 昇する こ とが判明 し た ．

考　察

　ア レ ル ギ
ー

性疾患 は ア ト ピ
ー

性 の 素因 ， 環境因子 ，

心 因的因子，食物お よ び原因 ア レ ル ゲ ン の 暴露な どの

諸 因子 が 複雑 に 影響 し 合 っ て 発症す る と考 え られ て い

る．特に 1型 ア レ ル ギ
ー

疾患 は IgE抗体 の 発 見以来，

そ の 抗体が 主 役 を 演 じ て い る こ と が解明 さ れ て ぎて い

る が ，IgE抗体 の 関与 だけ で は 気管支喘息，ア レ ル ギ ー

性鼻炎及 び ア トピ
ー

性 皮膚炎 な ど の 発症機序 ， 疾患 の

種類やそ の 症状 の 程度 な ど，病態生理 の 説 明がつ か な

い こ と も多 い ．そ こ で ，近年 血 清中 の IgG4抗体 も ア レ

ル ギ ー
性疾患に 関与す る こ と が報告さ れ て い る．IgG4

抗 体 の 働 き に つ い て は 未 だ 諸 説 が あ り，Parish

ら 10〕− 1δ）は lgG，　 IgG4が anaphylactic 　antibody と し て

働 く こ と を 報 告 し て い る が，Dannaeus ら
17 ）−z5 ）は

blocking　antibody と し て 働 く と し，　 Stanworth ら
26 ｛

は lgG4の サ ブ ク ラ ス を 想定 し ， そ の 抗 体 が ana −

phylactic　antibody あ る い は blocking　antibody の 二

面性 に 働 く こ とを 示 唆す る 報 告を し て い る ．

　牛島ら
29，は ア ト ピ ー性皮膚炎患者に対す る除去食療

法 の 効果 と特異 IgE 抗体，　IgG航 体の 関連を検討 し，

IgG4抗体陽性を 示 す食物 の 除去 に よ り，臨床症状 が 軽

快 し た 症例 があ る こ とを報告 し て い る．IgG4抗体 そ の

もの が ア レ ル ギ ー
性疾患 に 直接 あ る い は 間 接 的 に 関与

し て い る の か，あ る い は 関与 し て い な い の か な ど， そ

の 解明 に つ い て は 今後 の 研究 に 期待 し た い ．し か し，

IgG4抗体 は ，非 ア レ ル ギ ー者 よ り もア レ ル ギ ー
患者 が

相対的に高値を 示 す報告
ア）−9 ）があり，今回 ，我 々 の 結果

も同様 に 非 ア レ ル ギ ー
者 よ り もア レ ル ギ ー

患者 が 高値

を示 した こ とは ア レ ル ギ
ー

患者個 々 に よ り， 原因 ア レ

ル ゲ ン に 対 す る IgE 抗体 及 び IgG4抗体 あ る い は 両方

の 抗体 の 産生機序は 免疫応 答遺伝子 の 支配を受け て い

る 可能性 が 考 えられ る．

　 ア レ ル ギ ー性疾患 の 原 因 ア レ ル ゲ ン を in　vitro で検

索す る一
般的方法 と し て RAST （ELISA を含む）が 広

く普 及 し て い るが ，今 回，我 々 は こ の RAST と特異的

IgG4抗体 と の ア レ ル ギ ー一患者で の 陽性
一

致率を検討

した 結果，ダ ニが81．6％，牛乳が 24．7％，大豆 が45．5％

及 び卵白が 32，9％で あ り， 吸入性 の ダ ニ ァ レ ル ゲ ソ が

最も
一致率が高 い こ と が判 明 し た．ま た ，こ の ア レ ル

ギ
ー

患者 の 特異的 IgG 、陽性率 （83．7％）は RAST 陽性

率 （94．5％） よ り も低い に もか か わ らず ， そ の 中に は

RAST 陰性者 （2，1％）が含ま れ て い た，

　また
， 食物性 の 牛乳 ， 大豆及 び 卵 白 ア レ ル ギ ー

患者

の 特異的 IgG4抗体陽性率（64．4％，77．3％及び63，7％）

は RAST 陽性率 （42．5％，68、2％及 び 52．1％）よ り も

高 く， し か も こ の 特異的 IgG4陽性 者 の 中 に は RAST

陰性者 （39．7％，31．8％及 び30．8％） が 高率 で 含 まれ

て い た こ と は 食物 ア レ ル ゲ ソ に お け る特異的 lgG4抗

体 の 診断的意義 が，よ り重要 で あ る こ とを示唆 し て い

る と考え られ る．さ ら に ダ ニ ，牛乳 大豆 及 び 卵 白 ア

レ ル ギ ー
患者 の 特異 的 lgG、抗体陽性率 は皮膚テ ス ト

陽性率 よ り，い ずれ も高 く RAST と類似 の 傾向を 示 し

た ．

　Table　 4，5 に 示 し た ご と く，特異的 IgG4抗体 の 測定

は RAST お よ び 皮膚 テ ス ト な ど の 測定 結果 を 茄味す

る こ とに よ っ て ， 原因 ア レ ル ゲ ン の 確定診断 が よ り確

実 と な る と と もに 診断率が高ま る意義があ る こ と が判

明 した ．し た が っ て ， 特異的 IgG4抗体 の 測定 は 皮膚 テ

ス トや RAST と共 に ア レ ル ギ
ー
件疾 患 の 原 因 ア レ ル

ゲ γ の 確定診 断す る 方法 と して in　vitro で しか も迅 速

に 簡便 に，どこ の 施設 で も多量 の 検 体を測定 で ぎ る こ

と か ら，今後，
一

般的 に 普 及 さ れ る もの と期待 され る ．

ま と め

　原 因 ア レ ル ゲ ソ が ダ ＝，牛乳，大 豆 及 び 卵 白 の い ず

れ か に 確 定診 断 され た ア レ ル ギ ー
患者及 び 非 ア レ ル

ギ ー者 の 血清 中 の 特 異 的 lgG 。抗 体 を ELISA 法 に よ

り測 定 し，そ の 臨床 診 断 上 の 意義 に つ い て 検討 し た ．
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222 血 清中 の 特異 的 lgG 、抗 体 の 臨床診 断上 の 意義

　1．すべ て の ア レ ル ギ ー患渚群 の 特異的 IgG 、抗体値

は 非 ア レ ル ギ ー
者群 の それ と比較 し ， 有意に高値で あ

る こ とが 判 明 し た．

　2．牛 乳，大 豆 及 び 卵 白 ア レ ル ギ ー
群 で は 特 異 的

IgG 、抗 体 の 陽性 率 は RAST よ り高 い こ と が 判 明 し

た．

　 3．す べ て の ア レ ル ギ
ー
群 で RAST の み の 陽性率 よ

りも RAST と特異的 IgG4抗体 の 両者 の 陽性率を 加味

す る こ と に よ っ て 確定 診断率 は 上昇す る こ とが判明し

た ．

　4．す べ て の ア レ ル ギ ー
群 で 特異 的 IgG4抗体 の 陽性

率は皮膚 テ ス ト よ り高 い こ とが 判明 し た．

　5．皮膚 テ ス トの み の 陽｛生率 よ り も皮膚 テ ス ト と特

異的 IgG4抗体の 両者 の 陽性率を加味す る こ とに よ っ

て 確定診断率 は 顕著 に 上昇す る こ とが 判 明 した ．

　以上 の こ と よ り，特異的 lgG4抗体 の 測定 は ア レ ル

ギ ー疾患 に お け る原 因 ア レ ル ゲ ソ の 検索法 の
一

助 に な

る こ とが 示 唆 さ れ た ．
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CLINICAL　SIGNIFICANCE　OF　SPECIFIC  G4　ANTIBODY 　IN　SERUM
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　　Specific　IgG4　 antibodies 　in　 sera 　were 　measured 　by　ELISA 　in　allergic　patients　who 　 were 　diagnosed　 as

susceptible 　to　one 　or　more 　allergens 　among 　mite ，　milk ，　soybean 　or 　egg 　white ，　and 　also 　in　a　non ・allergic　control

group ，　and 　their　diagnostic　sign 孟ficance　was 　investigated．　The　results 　obtained 　were 　as　follows．
　　 1．

9「oup ・

　　 2．

The　level　of　specific 　IgG4　antibody 　was 　significantly 　higher　in　each 　allergic　group　than　in　the　non −allergic

The　positive　rates 　in
．
the　specific　lgG4　antibody 　determination　were 　higher　than　those　in　RAST 　in　the　milk −，

soybean −and 　egg 　white −allergic　groups ．

3In 　each 　allergic 　group ，　the　causative 　allergens 　were 　detected　rnore 　accurately 　by　measuring 　both　speCific

IgG4　antibody 　and 　IgE　antibody （RAST ）than　IgE　alone ．
4．The　positive　rates 　in　the　specific　IgG4　antibody 　determination　were 　higher　than 亡hose　in　the　skin 　test　in

each 　allergic　group ．
5．It　was 　demonstrated　that　the　combination 　of　the　skin 　test　with 　specific 　lgG4　antibody 　measurment 　ensured

a　more 　accurate 　detection　of　causative 　allergens 　than　the　skin 　test　alone ．

　　 These　results 　indicated　that 　the　measurment 　of　the　specific　IgG4　antibody 　is　a　helpful　method 　to　det  t　the

causative 　allergenS 　in　allergic　patients．
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